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平成27年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成27年３月３日（火） 

                                           

                                       

（午後２時10分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、15番 田中君。 

〔15番（田中博晃君）登壇〕 

○15番（田中博晃君）皆さん、こんにちは。

昼から２時といえば、一番眠たい時間なんで

すけれども、また少しの間おつき合いいただ

ければと思います。まずはじめに、土井さん、

誕生日おめでとうございます。 

 私も４年前を思い出しますと、初めてここ

で一般質問をしたのが６月議会やったんです

けれども、当時の各部長からの答弁、今でも

覚えています。すごく緊張したな。そんな中、

きょうで16回目の一般質問になります。この

議会が終わりますと、賞味期限、消費期限を、

また市民の皆さまに決めていただかなければ

ならない。すごく今から不安でいっぱいです

が、まずは３月議会に全力投球したいと思っ

ておりますので、どうかよろしくお願いいた

します。 

 それでは、通告に従いまして一般質問を行

います。 

 まず１項目め、庁舎等への地場産品の使用

や展示についてです。 

 過去の一般質問で何度も地場産品の使用に

ついて訴え、市長室や副市長室、議長室のソ

ファーやカーテンがパイル織物に、また防災

用毛布の採用などパイル製品を積極的に採用

いただいていることに感謝いたします。 

 さて、本市なんですけれども、パイル織り

編み物やへら竿が、国内断トツの生産量を誇

っています。しかし、橋本市民の皆さんにあ

まり知られていないのが、残念でなりません。

例えばとても有名なアイドル歌手が、ある雑

誌の表紙で着用していたジャケットの素材が、

橋本市産のパイル生地でした。また、５人組

みアイドルグループが着用しているジャケッ

トも同様です。さらに、新幹線のシートにも、

橋本市で生産された生地が使用されています

が、市民にはほとんど知られていません。 

 また、アパレルやインテリアだけでなく、

液晶を磨く産業資材としての用途や化粧用パ

フなどもありますが、これらもあまり知られ

ていません。 

 橋本市を、そして地場産品を国内、世界に

売り出すためには、まず市民の皆さんに地場

産品を知ってもらわなければなりません。ほ

かの地域では、地元の繊維製品を壁張り、壁

布に用いているところもあります。 

 橋本市産業基本条例では、産業の振興が地

域の活性化に果たす役割の重要性に鑑み、産

業の振興に関する基本的な事項を定めること

により、その基盤の安定、強化及び健全な発

展を促進し、もって地域社会の発展と市民生

活の向上を図ることを目的としています。 

 地場産業振興センターの開所を目前に控え、

市民の皆さんにも同センターに足を運んでも

らい、利用を促す一つの手段として、また地

場産品をもっともっと知ってもらうために、

庁舎内等で使用や展示・掲示し、周知に努め

ることが必須だと考え、以下の質問を行いま

す。 

 １、ロビー等、市民の皆さんに目につく場

所に、地場産品を、その性質でローテーショ

ンを組み、展示・掲示することは可能か。 

 ２、ロビーのソファーに傷みがあることか
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ら、パイル製品をカバーとして使用すること

は可能か。 

 ３、今後、本市が地場産品をどのような形

で市民に伝えていくのか。 

 発言項目の２番です。 

 紀望の里等市内集客施設を利用した観光対

策についてです。 

 紀望の里の温浴施設は、毎年利用者が増え、

今年度は推定5.6万人の利用が予測され、近い

将来６万人を超えると推測されています。周

辺整備事業で、これだけ動員できる施設は、

市内外を見てもあまりなく、成功した事例で

あることは言うまでもありません。 

 来年度は、温浴施設の増設工事が始まりま

すが、その施設の性格から、夜間に使用が偏

ることが容易に想像できます。今後、昼間の

利用者数を増加させるためには、子ども用の

遊具の設置はもちろんのこと、例えばパッカ

ー車の基地をエコライフ付近に移動し、中島

区にあるような健康遊具を設置すれば、その

施設の性格とリンクすると考えます。 

 また、紀望の里や地場産業振興センター、

くにぎふれあいの里などの点在する市内集客

施設を、互いの施設で看板やパンフ等でＰＲ

し、線で結び、面で活用できれば、市外から

の客がそれぞれの違う施設に足を運んでいた

だける可能性もあります。 

 そこで、以下の質問を行います。 

 １、遊具等の設置による集客について。 

 ２、市内集客施設の相互利用を促すために、

ＰＲ用看板、パンフ等を設置してはどうか。 

 ３、市民以外への利用を促すための手段に

ついて。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君の質問項

目１、庁舎等への地場産品の使用や展示に関

する質問に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（枡谷俊介君）登壇〕 

○総務部長（枡谷俊介君）１点目のロビー等、

市民の皆さんの目につく場所に、地場産品を

展示・掲示することは可能かのご質問にお答

えします。 

 地場産業を振興する観点から、庁舎ロビー

に地場産品を展示・掲示することは、市役所

に来られた市民の皆さんや他市町村からの来

庁者に、地場産品を知ってもらう良い機会と

なり、販売促進につながる一つのご提案だと

考えます。 

 しかしながら、庁舎ロビーが手狭なことに

加え、窓口業務における来庁者も多いことか

ら、展示スペースの確保につきましては、来

庁者の安全面を考慮した上での検討が必要だ

と考えます。 

 次に、２点目のロビー等のソファーに、パ

イル製品をカバーとして使用することは可能

かについては、地場産品であるパイル製品を

実際に触れてもらうことにより、本市のパイ

ル製品のＰＲはもとより、来庁者に対する本

市のおもてなしの心を伝えられる良い機会に

なると考えますので、パイル製品をカバーと

して使用してまいりたいと考えます。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）次に、今後、本市

が地場産品をどのような形で市民に伝えてい

くのかについてお答えをします。 

 現在本市では、イベントなど多くの手段、

方法により、地場産品を市外、県外の皆さま

にＰＲしています。 

 しかし、その一方で、市民の方には、本市

の地場産品が何であるのか。また、どのよう

なところに使用されているのかが、十分認知

されていないのではないかと感じています。 

 このことから、地場産品の単なる展示だけ

ではなく、触れて体感していただくことが必
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要であると考えています。その一つとして、

現在、橋本市地場産業振興センターにパイル

織物が使われている新幹線Ｎ700系のグリー

ン車のシートの展示を検討しているところで

す。実際にさわったり、座ったりして、地場

産品であるパイル織物の素材のすばらしさを

感じてもらいたいと考えています。 

 そのほか私鉄、ＪＲ、観光バスのシートか

ら、国会議事堂の議員席、皇居のテーブルク

ロス等に至るまで採用された本市のパイル織

物をはじめ、たくみの技により制作されたへ

ら竿や竹製品などもふるさと橋本応援寄附金

のお礼品のカタログに掲載するなどして、市

内外の皆さまに知っていただけるよう努めて

まいります。 

 また、本市地場産品の情報発信として、「広

報はしもと」等で特集ページを掲載すること

などを考えていきます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君、再質問

ありますか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 ソファーのカバーについては、やってくれ

るということなんで、近いうちにやっていた

だきたいと思います。 

 それで、再質なんですけれども、今の答弁

でいただいたとおり、私も、やはりさわって

もらうのが一番大事ちゃうんかなと。実際に

何かわからん中で、これが地場産品ですよと。

ちょっとさおのことは、私はあまりわからな

いんで、無責任なことは言えないんで、パイ

ルが中心になってしまうんですけれども、ま

ずさわってもらう。これが一番だと思います。 

 そこで、地場産業振興センターに、市民皆

さんに足を運んでもらう導線として、このロ

ビーというのは、一つの位置づけになるんか

なと。ロビー等なんで、ロビーだけじゃない

んですけれども、ロビーもそうやし、もしか

したら保健福祉センター等も入ってくるかも

わからんしというのはあるんですけれども、

そのあたりにやっぱり何らかの形で展示・掲

示をやっていただきたいなと思っておるんで

す。 

 確かに安全性の問題であったり、手狭な問

題であったり、またその時期時期に応じては、

人がすごく集まる時期もありますし、難しい

のはよくわかっておるんですけれども、何ら

かの形でパネルとかそういうのも掲示できや

んかなと。私は、それぐらいやったらできる

んちゃうんかなと思っておるんですけれども、

そのあたりについてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）私も、議員のおっ

しゃるとおり、展示するということは大変良

いことだと思っております。展示するにあた

っては、どこへ展示するのが一番目立って、

市民の皆さんの目に触れるか。それから、安

全面からどこへ飾るのが、子ども等には安全

であるか等を勘案しつつ、展示の方向で考え

ていきたいと思っております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 で、ソファーなんですけれども、かなり前

から破れていますわね。私も早い段階で一般

質問、最初、経済部とすり合わせしたんです

けれども、その後、総務系ともすり合わせし

て、ちょっとぐらい何か直っているんかなと

思ったら、まだ今も破れたままなんですよね。 

 やっぱり、これは市の玄関、顔になる部分

が今も破れたまんまというのはどうなんかな

と、正直思います。ましてや座るとこなんで、

女性の方、パンストをひっかけるかもわから

んし、けがまでというのはないと思うんです

よ。だから、今もそこで聞いてらっしゃると



－117－ 

思うんで、できるだけ先に何らかの補修はし

といてほしいなと。道路とかやったら長寿命

化というのをやるんですけれども、備品も同

じやと思うんです。もしかしたら、もう予算

要求されて通っていないだけというのがある

んかもしれないんですけれども、やっぱり長

寿命化、備品も大事に使っていくというのが

大切なんで、その辺はお願いいたします。 

 それと、新幹線という話、先ほど経済部長

からも答弁いただいたんですけれども、新幹

線だけではない、私鉄もたくさんありますし、

ほんまにこんなもんも橋本市の製品なんかと

いうのがたくさんあるんです。それこそ１階

のロビーのソファー関係なんですけれども、

地場産業振興センターだけじゃなくって、例

えば新幹線の生地なんかでのソファーカバー

というのも、カバーとセットで新幹線の車両

のパネルなんかも展示したら、啓発にもなる

と思いますし、それがそのままええとは言っ

とるわけじゃないんですけれども、生地もい

ろんな種類がありますんで、地場産業振興セ

ンターにも行ってほしいんで、そこと連動す

る形でのソファーのカバー等を私は考えてお

るんですけれども、その辺についてはいかが

ですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）議員のおっしゃる

とおり、もちろん地場産業振興センターへつ

ながるという形で導入していきたいと思いま

す。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）何かすっといって、あ

りがとうございますとしか言いようがないっ

て、どうしようかなといろいろ考えてきたん

やけど、どうしよう。ありがとうございます。 

 それと、特に衣料品も、実はもう製品とし

てとか展示会用とかとしてもいろいろつくっ

ています。そんな衣料品の展示、やっぱりこ

れもさわってもらいたいですし、高野口の織

屋にいろいろ聞いたら、もう別に持っていっ

てもいいよ、破れてもいいしとかって言って

くれるところもあるんです。スペースの問題

はわかった上で、こういう衣料品もできるだ

け展示・掲示して、さわってもらうというの

もできるかと思うんですけれども、そのあた

りも。ちょっと狭いからしんどいと言われる

かもわからんけど、その辺はいかがですか。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（枡谷俊介君）いろんなものを展

示していただいて、手にさわってとっていた

だくというのが一番わかりやすいということ

で、一番大事なことかなと思います。しかし

ながら、市のロビーも一定の割合の面積しか

ございませんし、いろんなところからいろん

なものを展示したいというご提案がございま

して、その中で展示をしているわけでござい

ますので、あと保健福祉センターとかいろん

なところを活用した中で、展示していけたら

と思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ありがとうございます。

ぜひよろしくお願いいたします。 

 それで、先ほど壇上でもお話しさせていた

だいたんですけれども、結構もう皆さんが知

っとるタレントなんかでも、高野口の生地を

使ったジャケットを着たりしているんです。

この人かいというぐらいすごい人まで着てた

りするんですよ。 

 私としては、そういうことも表へ出してい

くのが、一番のＰＲになるん違うんかなと。

利用するという言葉は悪いかもしれないんで

すけれども、ええように利用させていただけ

たらと思っています。ただ、これを織屋とか

に間に入ってもらうというのは、ちょっと商

社とかも入ってきて難しいところがあると思

うんですよ。やっぱりメディア、きのうも５
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番議員の質問の中でもメディアという言葉も

ありましたし、こういうメディアに出られて

いる方をうまく利用してと思うんですけれど

も、もうこれはあかんでもともとで、例えば

その事務所と交渉してみる。この方が着た服

は高野口製品なんですよという、例えば写真

だけでも展示できないかという交渉事は、ロ

ビーとかそこにこだわっていないんですけれ

ども、そういう交渉というのは難しいんかな、

どうなんかな。やりこと自体が難しいんか。

私自身、その辺の理解がないんですけれども、

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）議員のおただしに

もありましたように、有名な芸能人のＣＭジ

ャケットであったり、ファッション誌のヴォ

ーグって、結構外国版とか日本版とかあるん

ですが、こういったところでモデルが着てい

る衣装も、実は高野口産であったりします。

それとか、あと車のドレスアップメーカーの

ギャルソンなんかも、実は高野口の製品をた

くさん使っています。 

 そういったところで、高野口の織物が使わ

れているんだということを公にしたいところ

なんですが、先ほど議員のおただしにもあり

ましたように、各事業者の契約等の問題もあ

りまして、非常に難しい面がたくさんあると

思います。商品の提供事業者と十分協議した

上で、可能な範囲でやっていけれたらなと考

えております。 

 あと、そういったものを採用していただい

とるところに対して、その商品案内のパンフ

レットのところに、若干有料でも高野口製品

やということを、少し掲載していただくこと

が可能であれば、そういった協議も進めてい

ければなと考えております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）よろしくお願いします。 

 最初、新幹線の生地というのもあったんで

すけれども、恐らく新幹線だけじゃない私鉄

とかも全て、柄とかも先さまの権利やったり

もしたりしますんで、いろんなところと交渉

していただきたいなと思いますし、可能な限

り表へ出していってほしいなと思っておりま

す。 

 そこで、ちょっとまた次の質問なんですけ

れども、きょうは松本さんの質問でもふるさ

と学という言葉があったんですけれども、や

っぱり小さいうちから、小・中学校なんかで

も、地元でどういうものをつくられているん

かなという、地元にあるもの全てが財産です

し、またこれが本市を好きになってもらう。

将来の橋本市を担っていく子どもたちに、地

元を知ってもらう一つになると思うんですけ

れども、そういった観点でも、さわってもら

う、触れてもらうという前提のもとに、小・

中学校の授業で取り入れることが可能なんか

などうなんかなと思っています。 

 と言いますのは、私とこの子どもが通って

いる小学校は高野口なんで、事あるごとに、

地元の織屋を見せてもらったりとかというの

はあるんですけれども、逆にへら竿とかとい

うのは遠かったり、遠い存在であまり知られ

てなかったりするんですよね。 

 そういうことも含めて、さおや織物やとい

うだけではないんですけれども、いろんなも

のを含めて、小・中学校の授業の中で、何ら

かの形で見てもらえる、さわってもらうとい

うことが可能なのかどうかお伺いいたします。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）ご質問にお答えしま

す。 

 今、議員のおっしゃっておられた高野口小

学校は、いま昔プロジェクトということで、

高野口の、いわゆるふるさとの勉強をしてい

るということで、非常に熱心に取り組んでい
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ただいています。あとへら竿等の体験につき

ましても、中学校、小学校で取り組んでいる

ところは数校ございます。 

 それと、17番議員のご質問にもお答えさせ

ていただいたとおり、「のびゆく橋本市」とい

う副教材がございまして、これは郷土を扱っ

ている教材です。パイル織り工場に見学とい

うことで、４ページにわたって掲載しており

ます。それから、へら竿につきましても、４

ページにわたって掲載しております。その授

業のときに、例えば体験してみるということ

は十分やれることだと思っています。 

 それから、来年度新しくつくります小学校、

中学校のふるさと教材の副読本につきまして

は、例えば小学校につきましては、やはり浅

く広く取り扱っていく。しかしながら、そこ

にも地場産業をしっかりと扱っていく。中学

校については、狭く深く取り扱っていく。同

じく地場産業については、重点的に取り扱っ

ていく。そして、子どもたちが橋本市の地場

産業をしっかり学習していく。そういう取り

組みを進めていきたいと思っております。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 この項目、もう多分最後になると思うんで

すけれども、先ほど広報とかでもいろいろ知

らせてくれるというお話もあったんですけれ

ども、実は、ホームページの写真とかってい

うのがむっちゃ古いんですよ。今、持たれて

いる方、見ていただいたら、ひょっとしたら

わかるかもしれないんですけども、もちろん

スペースの問題もありますし、ホームページ

とはいえ、これもこれもこれもとなったら大

変になるんですけれども、せめて定期的にあ

る程度更新していただきたい。内容について

も、ある程度更新していただきたいと思って

おるんですけれども、これはもう今すぐにで

もできるんちゃうんかなと考えるんですけれ

ども、そのあたりはいかがですか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）現在市のホームペ

ージの観光、それから市政のカテゴリー内に、

地場産品などの特産品の情報を掲載しており

ます。掲載内容につきましては、田中議員が

おっしゃったように、大ざっぱな掲載という

んですか、古い情報しか載っていないという

のが、今現在の状況でございます。 

 また、今年４月からはしもとブランド推進

室が設置されますんで、地場産品、それから

農産物などの特産品を推進室がブランド化、

それから販路拡大などに積極的に推進してい

きますんで、そのホームページの中に新たに

はしもとブランド推進室のページを作成して

いきたいと。その中で、地場産品、それから

農産物などの特産品をより詳しく、細かく掲

載させていただいて、市内外にＰＲを行って

いきたいと思っております。 

 それから、トップページから地場産品の紹

介ページのほうへリンクできるように、カス

タマイズも行っていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 これで最後にしようと思ったけど、せっか

くはしもとブランド推進室という言葉もいた

だきましたので、はしもとブランド推進室の

方々が営業ということで、たくさん回られる

と思うんです。そのときに、私も家にはある

んですけれども、地場産品のジャケットをつ

くったやつ、ちょっと重くて厚いんですけど、

冬場とかでも実際に着てもらって目につくよ

うに、そんな営業も検討していただけやんか

なと思うんですけれども、その辺、どうでし

ょうか。これはもうもちろんはしもとブラン
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ド推進室だけじゃなくって、ひょっとしたら

市長にも着てよと言わんなんかもわからんし、

その辺、あるんですけれども、そういったの

も一つの営業になって、これ高野口やねん、

これ橋本やねんみたいなのもええかなと思う

んですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）今、議員からおた

だしでありましたように、積極的な営業活動

というのは非常に大事でございまして、先ほ

ど17番議員からもありました、いくらホーム

ページをつくっても検索サイトになかなかか

かってこないという状況であると、せっかく

つくりながら非常に無駄になってしまうので、

できるだけ検索サイトにかかってくるような

方法を十分研究しながら、上位に評価される

ように取り組んでいきたいと思っています。 

 それと、具体的にジャケットを着て営業に

回ればというお話もありますが、それも本当

に、それに限らずほかのマフラーであったり、

いろんなものを身につけて、実際これが橋本

市でつくられておる産品なんですよというお

話で、営業の話が盛り上がることも十分可能

性とあると思います。 

 それと、例えば国会の議員の椅子が橋本市

の生地でつくられておるということで、国会

で安倍首相が座っている椅子を、多少有料で

も譲っていただいて、それを置くことによっ

て、本当にそこに座っていただいて、若干総

理の気分も感じてもらえるような企画も、い

ろんな企画を、皆さんに出していただいて、

そういうところから大きな営業促進につなげ

ていきたいと考えております。これは、あく

までも一つの例としてです。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）結構夢の大きな話とい

いましょうか、私もそこまで考えていなかっ

たんですけれども、ほんまに国会から椅子を

借りれて、持ってこれたら、おもしろいなと

正直思います。 

 確かに地場産品が市民にもあまり知っても

らえていないというのは、それはもう生産者

自体の発信が足らん部分もあるんですけれど

も、やはりこの地域の地場産品ということで

考えたら、今までもやってもらっていますけ

れども、これからももっと市も一生懸命やっ

てもらいたいですし、ましてや素材であると

いうどうしても一番弱いところがついて回る

んですけれども、それももう踏まえた上でこ

れからやっていかな、地場産品の灯そのもの

が消えてしまうんかなと思いますので、どう

かよろしくお願いいたします。 

 これで１問目を終わります。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、市

内集客施設を利用した観光対策に関する質問

に対する答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）紀望の里等市内集

客施設を利用した観光対策についてお答えし

ます。 

 まず、橋本市エコパーク紀望の里の利用状

況ですが、利用人数は、当初の計画において

は１万7,000人を見込んでいましたが、実績利

用人数は、平成23年度で４万3,315人、平成24

年度で４万6,686人、平成25年度で５万322人

となり、平成26年度には５万6,000人と推計し

ています。 

 このことから、利用者の混雑時には待ち時

間が発生するなど、利用者にご迷惑をおかけ

していますので、混雑を少しでも緩和するた

め、平成27年度中に増築工事を行い、露天風

呂の設置、洗い場の増設、脱衣棚の改修等を

行う予定です。 

 また、紀望の里の芝生広場に、子ども用の

遊具や健康遊具を設置し、昼間の比較的余裕
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時間帯に集客を図ってはどうかとのおただし

ですが、平成27年度コミュニティ助成事業に

より、滑り台を１基設置する予定です。それ

以上の遊具の設置については、現在設置の予

定はありません。 

 本市としては、温浴施設の利用計画を大き

く上方修正していく必要があり、利用者数の

増加に比例して求められる安全性についても

十分考慮する必要があると考えています。 

 次に、市内集客施設の相互利用を促すため

に、ＰＲ用看板、パンフ等を設置してはどう

かについてお答えします。 

 観光施策を考える上で、１箇所の施設に偏

らず、複数の施設利用により、地域での滞在

時間が長くなり、個人消費額を大きくする要

素となります。市内各施設の相互利用を促進

し、観光客の市内滞在時間を長くし、観光客

が点から線の動きとなるよう、紀望の里をは

じめとする集客力のある施設から、市内各施

設や観光スポットへ誘導する方法を検討しま

す。 

 その手段の一つとして、地元の人でないと

知り得ない情報や口コミ評価を載せたパンフ

レットなどの作成と設置は有効であると考え

ています。 

 次に、市民以外の利用を促すための手段に

ついてお答えします。 

 観光客を集客施設へ誘導するには、行って

みたいと思う魅力ある環境づくりと効率的な

情報発信が誘客の鍵となります。高野山開創

1200年記念大法会のイベント会場や紀の国わ

かやま国体の競技会場でのＰＲなど、県内外

からたくさんの人が訪れる場所での情報発信

は非常に有効であり、場所、場面をしっかり

捉えた誘客活動が、高い評価につながると考

えています。 

 今後、観光客の動線に合わせて、広域エリ

アで誘客対策ができるよう、関係機関と連携

し取り組んでまいります。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君、再質問

ありますか。 

 15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。 

 先ほど壇上で中島区のお話もしたんですけ

ども、あれ自体が紀望の里に動かせるとは思

っていませんし、動かせない理由も全部知っ

ています。ただ、あんなんがあったら、風呂

との兼ね合いでええかなというのがあったん

でお伺いしました。 

 そこで、紀望の里自体が周辺整備でできた

ということで、ちょっと趣旨から外れるかも

しれないんですけれども、現在パッカー車の

基地が平成30年度まで今の場所と決まってお

るんですけれども、将来的にどのようになっ

ていくんかな。そろそろその辺も考えていか

なならん時期なんじゃないかなと感じておる

んですけれども、そのあたりって考えてられ

ますでしょうか。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）議員おただし

の件でございますが、現在旧橋本クリーンセ

ンターの建物の一部を環境美化センターとし

て利用していますが、平成21年１月に中島区

と締結した変更協定によって、施設の設置期

限は平成31年３月末日までとなっております。 

 今後は、本市のごみ排出量の推計を早期に

行い、本市のごみ収集に必要な組織体制や施

設移転をする場合のコスト等を速やかに検討

し、当該施設の基本方針について、庁内で十

分に議論を行っていく必要があると考えてお

ります。 

 また、地元の中島区へは、今後とも慎重に

協議を行い、施設のあり方について、市の基

本方針を説明してまいりたいと考えておりま

す。 
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 以上です。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）ありがとうございます。 

 紀望の里のことなんですけれども、やっぱ

り先ほど経済部長からも答弁いただいたとお

りなんですけれども、昼間ってやっぱり割に

すいているんですよね。 

 そこで、昼間の利用者をどないやったら増

やせるかなと。あそこは、利益を生める場所

だと私は思っています。そこで、せっかく利

益を生める場所があるのであれば、夜はかな

り混雑しますし、昼間の部分で何かええ考え

がないかなと思って、遊具というお話をさせ

ていただいたんですけれども、例えば紀望の

里まで車で来て、園地をウォーキングして、

健康遊具があって、汗かいて、風呂入って、

帰ってもらうというのもええかなと思とんで

すけども、確かに遊具については、実際結構

な額、お金がかかりますし、特に健康遊具っ

てなった場合には、相当な額がかかるのもわ

かっております。 

 そこで、今、経済部として昼間利用者を増

やす手段というのは、何か考えられているん

かなというのをお伺いいたします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）先ほどの壇上の答

弁でもお答えしましたように、議員おただし

の比較的余裕のある昼間の利用促進と利用の

時間分散化といいますか、そういったことに

ついてアドバイスいただいておるんですが、

今のところ、温浴施設という特性から、どう

しても時間集中するのが避けられないと考え

ております。 

 そういった意味から、非常にキャパを超え

た状況になっておりますので、まず安全面を

考えたために、どういうふうに対応していけ

ばいいのかということを優先的に、まずは紀

望の里については考えていきたいと思ってお

りますので、どうぞご理解をお願いします。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）私が思うのは、まず先

ほども言わせてもらいました、まず１個、パ

ンフレットなんです。いろんな施設にはパン

フレットってあるんですけれども、例えば真

ん中にくにぎふれあいの里がぼんとあって、

ここから紀望の里やったら車で５分で行って

風呂に入れますよとか、ここからはしたまで

こんな卵が買えますよとかって、あんまりな

いんですよね。 

 だから、地場産業振興センターも中心にな

るかもしれないんですけれども、各施設、今

橋本市内にある集客施設が中心となったパン

フ、私はこれはほんまコピー用紙でもいいと

思うんです、最初は。どこをスタートにする

んよ、どの施設からするんよというのも、言

い出したら切りがないんで、できるところか

らでいいと思うんですけれども、これは結構

簡単にできるんちゃうんかなと思うんですけ

れども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）ただ今議員のほう

からご提案いただきました、いわゆる集客施

設からそのほかの観光施設までの距離であっ

たり、所要時間であったり、そういったもの

をお客さま目線で立った利便性の高いマップ

を作成するということは、各施設を周遊して

いただけますし、非常に有効であると思いま

す。この件については、積極的に対応してい

きたいと思います。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）よろしくお願いします。 

 それで、質問の２番、３番がちょっと合体

してしまうんですけれども、今まで橋本市の

ＰＲっていいますと、結構近場やったら難波

へ行ったりというのもありました。南海沿線

でのＰＲというのが多いと思うんですけれど
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も、ふと近くを見れば高野山というのがあり

ます。あそこへは、やっぱり車で行く人とい

うのはかなり多いです。同じ橋本市だけでは

なくって、もうこの付近全てになると思うん

ですけれども、そういった意味で、本市のＰ

Ｒを高野山とかでやっていったら、自動車で

行かれる方も多いんで、ひょっとしたら帰り

よってみようかというのもあるかもしれない

んですけれども、特に来年度４月、５月、1200

年祭って入ってきますし、恐らく来年１年間

は、高野山への参拝客というのが非常に多い

時期だと思うんですけれども、そのあたりに

ついてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）現在、高野山には

日帰りと宿泊合わせて、年間およそ130万人の

方が訪れております。多分今年の高野山開創

法会とか、これから外国人のインバウンドの

促進に向けて、もっと観光客が増えてこよう

かと思っております。 

 大阪とか首都圏で、現在不特定多数の方に

ＰＲをしておるんですが、既に近くに来てい

ただいておる方に、来県していただいておる

方にＰＲすることで、比較的寄っていただけ

る可能性も高まってまいろうかと思います。 

 そういう意味で、そういった今までのＰＲ

方法とあわせて、高野山でＰＲするようなこ

とに関しても、伊都エリアの関係自治体と協

力しながら、また県と協力しながら進めてい

きたいと考えます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）今ちょっとまとめて聞

いたらよかったんですけど、あともう一個言

おうと思とったんが、ちょっとばらばらにな

って、同じような内容なんですけども、こと

夏って考えたら、結構丹生川に泳ぎに行く方

も多いです。そして、私も山登りしますけれ

ども、町石道というのもあります。こちらの

行かれる方も、また比較的早い時間に帰られ

るんですよね。例えば丹生川で、丹生川でや

るのがええかどうかは別として、帰り風呂に

入れますよというのもあれば、帰りこっちへ

行ったらこういうものを売っていますよとい

う、先ほど高野山で答えをもらっているんで

一緒のことなんですけれども、例えばかつら

ぎ町やったら、もうすぐサービスエリアもで

きるそうですし、道の駅もあります。また、

九度山町にも道の駅があるんですけれども、

そういったところでも、これはもちろん橋本

市へも高野山のであれば、九度山町もかつら

ぎ町も入ってくるんですけれども、そういっ

た広域でも置いていってもらいたいんです。

高野山で答弁をもらったんで、同じ答えやと

思いますんで、これについては聞きませんけ

れども、はい。 

 次は、お金のかかる話で申しわけないんで

すけれども、看板の設置ということなんです。

て言いますのは、やはり京奈和自動車道とい

うのは、幸い無料です。例えば橋本インター

でもうすぐおりるよというところに、ここを

おりて５分行ったら、ゴボウの写真がぼんと

あって、はたごんぼの絵の看板があって、５

分でこんなん行けますよとかっていうのがあ

ったら、ひょっとしたら通ったりとか５分や

ったら寄ってみるかとか、紀望の里で、ここ

をおりて１分やったら、風呂は入れへんにし

ても農産物を買うてみるかとかっていう。橋

本東やったら、もしかしたらマッシュルーム

なのかもしれないですし、卵かもしれないん

ですけれども、こういった看板の設置という

のができるんかなと。結構、これ、いろんな

法律があってというのは聞いておるんですけ

れども、京奈和自動車道の上が無理なら近く

の山とかで、おりてもらうのを目的とした、

そこへ寄ってもらいたい、おりて数分で行け

るんやったら寄ってみようかというような看
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板の設置というのは可能なんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）議員おただしのと

おり、案内看板設置するというのは、実は観

光誘客に非常に大切な部分でして、まずはそ

こからというのが、だいたい全国の市町村で

実施されておるところなんですが、ご指摘の

とおり、非常にお金がかかるところが多いで

す。特にこの京奈和自動車道のインターチェ

ンジ付近の大型看板設置ということになりま

すと、道路管理者とか土地所有者の許可がま

ず必要ですし、強風等に耐えられる安全性の

高い仕様を、道路管理者から求められると思

います。そういった意味で、設置費用も非常

に高くとなってまいりますので、今後慎重に

検討していきたいと考えています。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）ちょっとつけ加え

させていただきますけども、きのう答弁させ

ていただいたんですけども、地方創生事業の

中で、市脇のバイパスの途中に現在ある看板

を電光表示にするということで、説明をさせ

ていただきましたんで、その中でも紀望の里

のＰＲも可能だと考えておりますんで、よろ

しくお願いします。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）法律もいろいろあって、

市にある程度移管されとるとも聞いておるん

ですけれども、難しいところはわかってます

けれども、できたら寄ってもらえるんかなと

思います。特に、今年は秋に国体もあります

んで、その方々にもうまいこと寄ってもらい

たいなというのもあるんです。 

 で、国体といえばやっぱりここへ来られる

人って、ネットで検索したりというのが増え

てくるかと思います。私、いろんな団体に顔

を出したりいろいろやっている中で、集客と

いう部分とお金を使わない、そして今年度の

予算でも動画のホームページというのも上が

ておるんですけれども、例えば富山県でやっ

ているとやまｄｅ踊ってみたというのがある

んです。これは、富山県内にあるいろいろな

施設の前で踊ってＰＲするというやつで、ユ

ーチューブとかニコニコ動画で上がっており

ます。閲覧数を見てもらったらびっくりする

と思うんですけれども、何万という閲覧数な

んです。 

 で、橋本市も同じようにひっかかればあり

がたいんですけれども、例えば個人、市民団

体問わず、そういう市内にある集客施設の前

で何らかのＰＲを、市民の方々にユーチュー

ブやニコニコ動画に上げてもらうということ

で、もしかしたら検索にひっかかる可能性も

あると感じます。 

 市として、その間、中を取り持つというん

ですか、例えばこういうのを広報とかでこう

いう団体を探していますというのをやって、

もし来た場合に、その施設とその団体である

のか個人であるのかわからないんですけれど

も、そこの間を取り持って、例えばきょうの

この時間、来週のこの時間やったらこの施設

の前やったら自由に撮ってもらって、そうや

ってユーチューブに上げてもらってもいいで

すよという間を取り持つという仕事は、お金

もかからずに、一つの市のＰＲになると思う

んですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）どういったことを

やっていただくかということについては、ま

たいろいろ内容をお聞かせいただいて、その

都度調整が必要かなと思うんですが、実は、

今、だんじりの協議会が、要望もあって、行

政手続きが非常にいろんな窓口に行ってする

必要があるんで、非常に面倒やということで、

一括したワンストップの窓口にしてくれとい

う要望から、現在経済部の商工観光課で市役
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所内の全ての行政手続きを一旦受け付けさせ

ていただいております。商工観光課から、そ

れぞれ担当する課に配付させていただいて、

それを一括ワンストップで行うような仕組み

づくりをしております。 

 ただ、これらにつきましても、それぞれの

課でいろんな意見があったり、問題に対して

の説明を求めたりする部分については、それ

ぞれでやっていただいておるんですけど、そ

ういったことも含めて、直接の回答になって

おるかどうかわからんのですけど、そういっ

たやり方でワンストップでしていけるような

可能性は十分あるのではないかと考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君。 

○15番（田中博晃君）やっぱり市民活力とい

うのも、どんどん使っていって、逆に恐らく

市民の方も知らないことも多いと思いますん

で、経済部が窓口かどうかわからないですけ

れども、市のほうから、こういう施設の前で

やってみませんかとかっていうのがあったら、

また市のことも少しわかっていただけるのか

なとも思っています。 

 あと、これは要望なんですけれども、恐ら

くやってくれるとは思うんですけれども、せ

めて国体の期間中だけでも、国体の前からで

すけれども、集客施設の告知をホームページ

のメインのところにぼんと持ってきてもらえ

たら、もちろん各会場ではされると思うんで

すけれども、そういうホームページでもやっ

ていただけたらなと思っております。 

 これで、一般質問を終わります。 

○議長（石橋英和君）15番 田中君の一般質

問は終わりました。 

 この際、午後３時10分まで休憩いたします。 

（午後２時58分 休憩） 

                                           

 


